
　

6月の安心かわら版

６月の主な行事

突然の豪雨・ゲリラ豪雨にご注意ください

１日：景観の日 １０日：時の記念日

６日：芒種 ２１日：父の日・夏至

近年、「これまで経験したことのない大雨」という表現を耳にする機会が増えています。

特に６月から夏場にかけては、梅雨前線の影響に加え、局地的な“ゲリラ豪雨”が発生しやすい時期です。

ゲリラ豪雨は、短時間で狭い範囲に大量の雨が降るのが特徴で、わずか1時間程度の大雨でも、

など、生活に大きな影響を与えるケースがあります。昨年は全国で年間８万回を超えるゲリラ豪雨が発生したともいわれ

ています。「自分の地域は大丈夫」と思わず、日頃から気象情報に注意することが大切です。

車の“冠水事故”にご注意ください

豪雨の際に特に注意したいのが、自動車の冠水事故です。道路に水がたまっている場合、見た目では水深がわかりにくく、

思った以上に深くなっていることがあります。

無理に進入すると、エンジン停止や故障につながるだけでなく、車内に水が入り、ドアが開かなくなる危険もあります。

また、一度水につかった車は、その場では動いていても、後から電子機器の故障や不具合が発生するケースもあります。

大雨時は、「無理に運転しない」「冠水道路へ進入しない」「危険を感じたら早めに引き返す 」ことが大切です。

日頃からできる“もしもの備え”

豪雨災害は、突然発生することがあります。そのため、「何か起きてから」ではなく、

普段から少しずつ備えておくことが安心につながります。ご家庭では、次のような

確認をおすすめします。

□ ハザードマップを見ておく

□ 避難場所を家族で共有する

□ 停電用ライトや電池を確認する

□ モバイルバッテリーを準備する

□ 非常食・飲料水を備える

□ 側溝や排水口まわりを掃除する

また、スマートフォンで自治体の防災情報や気象アプリを受信できるようにしておくと、避難判断にも役立ちます。

避難所について確認していますか？ 万が一の時の家族との「安否確認」の手段をあらかじめ決めていますか？

災害時は、「早めの避難」が自分や家族を守ることにつながります。

普段から“もしも”を意識し、無理のない範囲で備えを進めておきましょう。

道路の冠水 河川の急激な増水 住宅への浸水 土砂災害 停電 交通機関の乱れ
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